


























の持つなり」といふ事を読まれき。又清水寺に詣でて通夜したりし時、参堂の僧の中に法華経を訓に綴り読むあり。近付き寄 て聴聞せしかば、 「不信の故に三悪道に落つ」と読まれき。この内典外典 教へたる二つの事、耳の底に留めて明暮忘れず、心の中に持
たも
たれて候ふぞ。
と語る。この法師は漢籍と『法華経』の講釈から、道理と信仰心の二つを学び、前世においては不信であり、道理を知らなかったために、この世で病苦を受ける身となった。そこで今は、 「道理をば背かじと不信ならじ」と思って過している 述べる。この法師 眼から見れば、栄えた平家が滅んだのは、故平清盛が道理を知らな 人で、不信のあまり三井寺と興福寺、東大寺大仏を焼き滅ぼしたためであるとする。 れを聞いた朋輩の乞食は、御房のおっしゃるように、人と生れて仁義を顧みず、恥を知らない者は、 「人
ひとがったい
癩」という。壇ノ浦で平家一門の人々は皆海に入ったのに、










論師という法相唯識の僧について話 始め 。大小乗の奥義をきわめ、有空中の三時教を立てた高僧であったが、癩病に罹り、治療の方法もなく、自殺を決意した。そこに天人が下って、今は空しく身命を捨てず、仏法を広めるべきであることを説 た。そこで捨身をとどめて待っていると 玄奘三蔵が天竺にやって来 ので、これに五相宗の教え
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を伝え、その後論師は重病を厭って自殺を遂げた。深い悟りを得た者であっても、人の身である以上、病から逃れることはできない。心ある者は浄い心を持つはずだから、この癩人法師のような乱僧（私度僧・散所法師など）であっても、心ま 拙いも でもない、と う意見であった。その後に内大臣を乗せた牛車が近づいたの 、上下色めき立つと、大勢の武士がこれを警護して雑人 追い払ったので、口達者だった乞食法師原も、蜘蛛の子を散らすように逃げていっ しまったという。　
この『源平盛衰記』の話は、洛中の病人法師の生活の一端を示すものとして興味深く、その意見・問答にも何かし














を流して同情した あるこ を記すのみ ある。すなわち多くの平家物語諸本が栄華を誇った平家 門の衰退に深い感慨 持っ これを憐 んだとし、 それをこの箇所のテーマとしているのに対して、 『盛衰記』 だけは平家の悪を論じ、これを批判する別のテーマを持ち出 差別されていた下層の法師にこれを主張させ いる である。ここにも『盛衰記』の独自の性格が読み取れるであろう。　
小林保治編『平家物語ハンドブック』では、 『源平盛衰記』に関する性格づけとして、 『平家物語』の異本を参照し









は信西の孫で藤原成範の娘新中納言 局 、平重衡と 間に若君をもうける。北条時政が上洛して平家の子孫を尋ね
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たったのも多くは宗教家であった。仏教説話では、 『今昔物語集』巻六・六話に、玄奘三蔵が山中でこの病の者 会い、その膿汁を口で吸い取って治してやったという が見える。出典未詳 されている。　
この病について、 『法華経』普賢菩薩勧発品 は、この経を受持する者の悪口を言えば、白癩になるとあり、 『智度


















とすることを想起させる。さらに氏によれば、非人が賤しいとされたのは、中世以降のことで、中世前期 おいては、聖なる存在として畏れられた一面があ という。これに対 金井清光氏 『中世の癩者 差別』において、
網野氏ら一部の歴史学者や民俗学者の中には、中世の乞食・非人・癩者らに普通の健康者には無い聖なるものを認め、神にも通ずる神秘的な存在である 主張する向きがけっこう多い。しか それは中世の説話や寺社縁起等の「作り話」 登場す 非人・癩者ら 奇跡を歴史的事実と早合点する誤解であり、…
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われた。その代表の講師は心懐ではなく、懐国供奉が当たることとなったため、心懐は怒り、その講の座に乱入して暴れまわった。その後心懐は京に上ったが、白癩という病が付いてしまったという。逆に癩を治癒するのは『法華経』であるともされ 『今昔物語集』巻七・二十五話には、震旦の話と て、唐の高宗の世に僧徹という僧がおり、山で癩病の者を見つけ、住処 連れて帰り、これを養った。ま 『法華経』を教え 読誦させたところ、病が えた。その後この者は僧徹の弟子となり 病気の人々を癒すようにな とある。 『冥報記』巻上・三話に拠るという。　
このように古代においては、癩人にまつわる説話が仏教と深く結びついて説かれるのであるが、中世に入ると、社
会に生きる病人 姿として、より現実的な描写が見えてくる。明恵上人の伝記には、上人 癩との関係記事が見えるが、それを『高山寺明恵上人行状（仮名行状） 』に拠って示す。












を実践したものであった。藤代の王子は熊野に通じる道筋にある有名な神社であるから、この病人は熊野に参詣する人々に喜捨を乞うていたのであろう。熊野周辺にこうした人々が多くいたことはよく知られている。こうして中世においては、この病に悩む人々を見つめるまなざしが記録され こと な 。実際に僧が道端の病者を助ける話は、先述のように『発心集』巻四・四話・叡実、路頭の病者を憐れむ事に見える。比叡山の僧叡実（十世紀後半の人か）は、高僧の聞こえがあり、天皇の御脳の祈禱に招かれて辞退 続けたが、断りきれ なって参上する道すがら、動 なくなっている病人を見つける。叡実はこれ 憐れみ 仮の小屋を作り、食物の世話をし、 「帝の御事とても、あながちに貴からず。かかる非人とても又おろかならず」と言っ 参内を取りやめたとする。この非人の病者は、人が「厭ひきたなむ」とある ら、癩の可能性があるが、 『元亨釈書』では「狂病」と ており、神経系統の病気としている。どちらにせよ人の忌む病で、辺境に暮らさざるを得 くなるものであった。これは鎌倉時代の忍性による本格的な貧しい病人の救済 先立つような話である。忍 の師叡尊は、 『関東往還記』の中で、弘長二年（一二六二）五月・六月、疥癩宿で 者に食と戒を与え、受者は慚愧 涙を流 とあるから、彼等には仏教に結縁する機会も与えられた。　
次に癩の人の言動に関する説話は、 『古事談』巻三・八十一話・清水の癩者、問答智海法印に勝つ事に見える。智海
法印は十二世紀の延暦寺の僧で、ある時清水寺に詣で、夜更けに帰途に就いた。五条 橋 上 「唯円教意逆即是順、自余三教逆順定故」と誦する声が聞こえた。近寄って見ると、白癩の人 法文をめぐってこれ 問答 と、智海の方が言い負かされてしまった。智海はこれほどの学生はいないと居所を問うと 清水坂の者と答えた。その後智海はたびたびそこを尋ねたが、二度と会う とはなかった。そこでこの者は「若し は化人か」としている。この
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に帰途について鴨川の河原で泣く者と出会った。この者は「かたは人」 病者の乞食で、苦しさに河原 足を冷やしていたのであった またこの者は昔比叡山にいて、 昔学んだ唐の天台宗中興の祖湛然 釈に 唯円教意、 逆即是順、 …」とあるのを思 浮かべ、そ 趣旨を心静かに思い続け その貴さに泣いていると永心に語った。これは先の『古事談』や『宇治拾遺物語』 あ 類話よりも自然な説話になっ おり、こちらが本来のものかと思われる そして先 あげた癩人とこの病人の乞食とはほぼ同一 のを指すであろう。こうして癩の人の言説というモティーフは 乞食全体の説話にも敷衍できることになる。　
この学識ある乞食法師の話型は、 『撰集抄』にも見え、この書の好みのテーマとなっている。第一・三話・乞食法師
帷返事に、都に筵 薦を着 物乞いする法師がいた。ある人が帷子を与えようと たところ、 「お ふ様あり」として手に取らなかっ とある。筵薦を着てさまよ 歩く様は、能「百万」の女物狂百万を思わせる。こ 能 狂女は長い黒髪を乱し、黛も乱れ、筵切れ、菅薦 着て我が子を求めて狂乱する。さら 古い烏帽子を被って るというのであるから、その姿は落ちぶ て乞食のようになった女性芸能者ということになる。これは当時 市中 物狂いで あ
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り、また芸能者でもある女乞食の姿をリアルに写していると言えるであろう。そのイメージは能「関寺小町」や御伽草子「小町草紙」の小町にも通じる。さてこの都の法師は、ある時印西を訪ね、法文を求められて、 見るやいかにあだにも咲けるあさがほの…」という世 無常を説く和歌を与えて去ったという。 『撰集抄』の編者 、これをたへん貴い話としている。そ 裏には遍歴す 乞食に、異界とかかわる聖なるものを認めようとする伝統的な感覚が働いていることは想像され 第五・五話・覚尊上人乞食対面事には、駿河の国に食物は魚鳥を嫌わず、薦藁を身にまとい、物狂いのような乞食が庵を結ん 住んで た。ある時覚尊上人が東国に下って、この乞食から物を乞われ、これに法文を請うと、乞食は な こ ばお が羽風にゆ がして…」という歌を残して去ったと る。これらの乞食は神仏の化人 思わせるものでもあ 。まさに歌ととも 「いとど貴くおぼえ侍る」ことであ 。 『閑居友』巻上・七話・清水 橋の下の乞食 説法事 先の『霊異記』巻中 十五話 話 似るもので 清水 橋の下に住む乞食、かたは人がさる大臣の仏事に赴き 日頃の姿の ま勝手 高座に上り、すばらしい説法をしたと うも である。人々は、 「昔の冨楼那尊者、形を隠して来たり給へ か」と思って感嘆したという。　
このような例を見ると、清水周辺の非人の中には、昔はかなりの学僧であったが、病気のために身を落とす形でこ
の地に住むことになり、その逆境 ためにますます心を澄ますこと なった人々が たのではないかと思 れる。なお『閑居友』巻上・八話に 、東国に啞の真似をし物を叩い 乞食 する上人がお 天台 法文を言 捨てて去った話がある。またこうした説 周辺にとどま もので ない。天王寺もまた『一遍上人絵伝』に見るよ に、車のついた移動小屋に住む乞食の人々がいたことで知られているが、 『発心集』巻一・十話・ 王寺聖、陰徳 事 付乞食聖 事に、天王寺 は言葉の末に「瑠璃」と付ける聖がおり、ぼろ 身に い、物狂いとなって乞食をしてた。近くの大塚の智者 家 雨宿りをした際 夜もすがら主 天台宗の理を聞き、今は疑問が解けたといって帰って
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いった。智者があたりの人々に珍しいこととして話したところ、ある人々は権者（仏菩薩の権化）かと疑ったとある。これは必ずしも病人ではなく、陰徳の狂気を装う僧の系列に属する人であろう。これの付話に、仏みやうという乞食の聖がおり、これ 物狂いの体で 食物には魚鳥を嫌わず、筵・薦を重ね着して、人に会うと、必ず「あま人・法師・をとこ人・女人等清浄」と言ってはこれを拝んだ。人々からは気味悪がられたが、阿証房と懇意にしていて、これから経論などを借りては学んでいたとある。これは京都の話であろうが、これも天王寺の聖と同種の人で、みすぼらしい乞食の中には、学識ある者がいたこ に る。　
以上の説話はやや観念的で、美談風に作られているものであるが、 『沙石集』巻三・一話・癲狂人ノ利口ノ事（梵舜









その他『発心集』 『閑居友』 『撰集抄』には、非人、乞食、盲人など 説話が見える。これは当時の人々、おそらく
出家者がこれらの人達に関心を寄せるようになっ ためであろう。鎌倉時代は下層 庶民階級をも信者 しようとする新興の仏教教団の興った時期で、これに対す 旧仏教側の活動も活発化した。そ 時代の動向ともかかわるものであろう。 界はもう一度仏教の原点に戻ろ とし かも知れない 『発心集』巻八・五話・盲者、関東下向の事には、盲目の琵琶法師が小法師を一人連れて、訴訟に向かうわけでもなく、 「ただ世 過ぎが さに、もし一日も過すばかりの事もや」と苦しい旅を続ける様が記さ ている。先の『閑居友』巻上・七話・清水の橋 下の乞食の説法事は、乞食姿 法師が大臣の邸で法事の導師を勤めたが、 「乞食、か 人」 評される障害者 あ た。 『撰集抄』巻七・三話の、 相模の国大庭で、 疫病で夫をなくし、 我が身も病 侵されて苦しみ狂っているという話 リアルである。『撰集抄』巻三・二話・天台山静円供奉事には、ある時摂津の国住吉大社で仏事があり、乞食・かたはうどの人々が多く集まって参詣客に物 いをした。そ 中に破 た莚 腰 巻くのみし 、鈴を振 て物乞いするものがい これが実は比叡山にいた静円であったというも の僧は早くから世 遁 志が強く、 く 食にまでなって身を
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隠したとある。そして撰者は、 「夫、徳を隠すに多く道あり」として、羊飼いとなったり、おしの真似をしたりした僧の話を先例としてあげ いる。こうしたものは、 『発心集』巻一・一話・玄賓僧都、遁世逐電事 ように、鎌倉時代の好み 説話であった これらの僧達は業病故にやむなく坂や宿に住むことになったわけではなく 自身 生き方の探究 末に、卑賤の身 なったのであった。陰徳の僧 話は多くあり、その方面からも聖と賤は表裏の関係にある。これは播磨の国室の津 遊女は普賢菩薩であったという有名な説話（ 『撰集抄』巻六・十一話・能「江口」 ）にもつながるものである。　
また『元亨釈書』巻十三・極楽寺忍性に見える奈良坂の癩者の話も印象的である。忍性は朝これを背負って店の並












































が語られる。こう 重病は、 「をぐり」に見るように、説経節の好みのテーマであり、主人公の境遇を説経節らしくより深刻なものにしたのであ 。これら それなり 身分あ ものが落魄し、病者となるが、また復活をとげるのであって、けっして一般的な庶民的な存在 はない。そこには説話集に見える、僧が 気に罹って身分を落とす話の継続性もあるであろう。近世演劇 「非人の敵討」物である「敵討襤褸錦」では、武家 非人 父の仇討をるものである。説経節のこの種のものでは、主人公が能「弱法師」 ように聖域一箇所にとどまって、その場 有名人になる とは対照的に、諸国を巡り歩く。いわば定住型ではなく、放浪型となり、長い物語にふさわしい構想を取る。父 捨てられたしんとく丸は天王寺から住吉へ下り 和泉の国近木の荘へ行き 知らずに乙姫 館に立ち寄「熊野へ通る病者に斎料たべ」と物乞いをし、気がついて我が身を恥じ、天王寺に戻って干死することを決意する。
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ここでのしんとく丸は自分の運命を嘆くことはあっても、特に悟りの境地に達するものではない。癩の人々が救済を求めて赴いた熊野へ行くことを断念し、天王寺の床下で憤死する道を選ぶのである。これを救うのは恋人 乙姫であり、二人で詣 清水観音である。結末では、父の信吉長者はわが子 邪険であったため落ちぶれて両眼潰れ、しんとく丸が安倍野が原で引いた施行にやって来て わが子に眼を明けてもらうことになるので、 「しんとく丸」でも病の中心は盲目という とになり、この点では「弱法師」に近い。この物語では、神仏 力が強く、人間は受身的な弱い立場にあるように構想されてお 神仏中心の物語である。なお浄瑠璃の「摂州合邦辻」 （安永二年＝一七七三）では、主人公の病は盲目よりも癩が重要な要素をなす。すなわち俊徳丸 継母玉手に恋慕され、毒酒を飲まさ て業病となるが、これはすべて玉手御前が悪人から継子 守るための計略で、死に際し 自分の生血を俊徳丸 せることによって 病から本復せしめたのであった。我が身 犠牲にして継子を守ろうとする継母 義理 描こうとするものである。癩を治すには、人間の肉や血 よいと う伝統があっ ら い。また中上健次の『欣求』 （昭和五十年）はこれらを下敷きにした小説で が 女に導かれ、バスで熊野に向かう弱法師まがいの男は、盲目でよろよろ歩き、「人眼をはばかる御病気にかかられ」 たとする。 この小説はこれら二つの病を意識している。 いずれにせよ説経節にあっては、 「せんせう太夫」や「をぐり」のごとく、盲目や重い病が重要なテーマをな 。これは比較的上流 身 ものの落魄とかかわるものであるが、これを救済 る は主人公の信仰心であった。ま これには、 「しん く丸」その片鱗が見えるように、それなり 富裕な家 出の者であって 、業病故に家を追われ、乞食に身 落とす とがあったことを反映しているであろう。これ 能「蝉丸」 ストーリーにも通じるものがある。　
能の「弱法師」や説経節における病者・障害者の言説は、信仰心を吐露するものながら、ストーリーは物語風にで




































































24） 『中世民衆の生活文化』 （東京大学出版会、昭和五 年）三 九〜三二〇頁
（
25）
‌‌ 「月見座頭の形成と展開」
「能楽思潮」
五六号、
昭和四十六年四月。
『狂言の形成と展開』
（みづき書房、
平成八年）
所収。
（
26）伊藤龍平『江戸の俳諧説話』翰林書房、平成十九年
　
本論にはいくつかの差別語が見られるが、これは歴史的なこととしてのみ使用したものである。
